
子育て支援課

１ 手当等給付事業

児童手当

ア 給付要件（所得制限あり）

中学校修了前の児童を養育している者

イ 給付状況

給 付 額（月額・円） 受給者数（人） 支給金額（円）

歳未満： 一律

歳以上小学校修了前：

（第 子以降：

中学生： 一律

所得制限額以上： 一律

児童扶養手当

ア 給付要件（所得制限あり）

（ ア ） 父又は母と生計を同じくしていない児童（ 歳に達する日以後の最初の 月

日までの間にある児童又は 歳未満で中度以上の障がいがある児童）を養育して

いる者

（ イ ） 両親のどちらかが極めて重度の障がいがある場合

イ 給付状況

給 付 額（月額・円） 受給権者数（人） 支給金額（円）

月額 ～

加算 人目 ～

人目 ～

特別児童扶養手当

ア 給付要件（所得制限あり）

歳未満で身体又は精神に障がいのある児童を養育する者

給 付 額（月額・円） 受給権者数（人）

中度 重度

イ 事務委託金

特別児童扶養手当事務委託金（国庫） 円

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯）（国）

ア 支給対象者

令和 年 月分の児童扶養手当受給世帯等

イ 支給状況

給 付 額（円） 受給者数（人） 支給金額（円）

児童 人につき

子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯）（国）

ア 支給対象者

令和 年 月分の児童手当または特別児童扶養手当受給世帯等

イ 支給状況

給 付 額（円） 受給者数（人） 支給金額（円）

児童 人につき

高校生等世帯応援給付金（市単）

ア 支給対象者

平成 年 月 日から平成 年 月 日に生まれた児童で、三木市の住民基本台帳に
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登録されている者がいる世帯

イ 支給状況

給 付 額（円） 受給者数（人） 支給金額（円）

児童 人につき

２ ファミリーサポートセンター事業

子育て中の家庭を地域で支援するため、子育ての援助を行う者（協力会員）と、援助を受ける者

（依頼会員）を会員とする三木市育児ファミリーサポートセンターを主体として、子どもを預けたり預かっ

たりといった相互援助活動を実施し、安心して子育てができる環境の整備を図った。（三木市

社会福祉協議会へ委託）

設立年月日 平成 年 月 日

会員数 人 （うち協力会員 人、依頼会員 人、両方会員 人）

活動件数 件

３ 病児・病後児保育事業

就労等により児童の保育看護が難しい保護者を支援するため、「病気中」又は「病気

の回復期」の児童を預かって保育する「病児・病後児保育」を実施し、就労と育児を両

立しやすい環境づくりを進めた。（小児科神沢クリニック 神澤光江医師へ委託）

開設年月日 平成 年 月 日

病児・病後児保育開始日 平成 年 月 日

年間登録者数 人

延べ利用者数 人

４ 赤ちゃんの駅事業

乳幼児を抱える保護者の子育てを応援する取組の一環として、授乳やおむつ交換等が

できる施設を「赤ちゃんの駅」として登録し、その所在について周知を図るとともに設

置を促すことにより、安心して外出できる環境づくりを進めた。

登録数 民間商業施設 か所

公共施設 か所

５ 一時預かり保育事業

育児疲れによる保護者の心理的・身体的負担を軽減するための支援として、一時預か

りを実施し、安心して子育てができる環境を整備した。

児童センター

ア 実施要件

ｱ 実施日 毎週 火曜日 ～、木曜日 ～、金曜日 ～ 時間

ｲ 実施場所 児童センター プレイルーム

ｳ 対象 市内在住の生後 ヶ月から就学前の子ども

ｴ 料金 子ども一人あたり 円 回

イ 実施状況

ｱ 実施日数 日

ｲ 実利用日数 日

ｳ 利用延児童数 人
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吉川児童館

ア 実施要件

ｱ 実施日 毎週 水曜日 ～ 時間

ｲ 実施場所 健康福祉センター プレイルーム

ｳ 対象 市内在住の生後 ヶ月から就学前の子ども

ｴ 料金 子ども一人あたり 円 回

イ 実施状況

ｱ 実施日数 日

ｲ 実利用日数 日

ｳ 利用延児童数 人

６ 子育て支援団体活動促進事業補助金

子育て支援の活動を行う団体に対して、経費の一部を補助し、地域における多様な子

育て支援活動の推進及び子育て支援団体を育成した。

補助金支給団体数 団体 支給合計額 円

７ 子ども食堂運営助成事業補助金

子ども食堂を運営している団体に対し、運営経費の一部を補助し、運営を支援するこ

とで「子どもの居場所」の確保につなげる。

補助金支給団体数 団体 支給合計額 円

８ 児童福祉

養護児童就学奨励金

特別支援学校に在学する児童、生徒に対し、就学奨励金を支給することにより、保

護者の経済的な負担を軽減し、就学の普及向上を図った。

区 分 対象児童数（人） 支給額（円） 学校数（校）

上半期

下半期

計（実数）

児童福祉施設（保育所、母子生活支援施設、助産施設を除く）

ア 入所状況 （入所期間 年 月～ 年 月）

施設種別 入所施設（箇所） 入所児童（人）

乳児院

児童養護施設

児童心理治療施設

医療型障がい児入所施設

福祉型障がい児入所施設

自立援助ホーム

合 計

イ 施設入所児負担金助成金の支給

施設入所児の福祉の向上を図るため、保護者の自己負担金の 分の を助成すること

により、その経済的負担を軽減した。

支給人員（人）

年間支給額（円）
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９ 家庭児童相談事業

家庭児童相談は、 歳未満の児童の心身発達や家庭養育に関する問題等を対象とし、特

に生活習慣、人格の基礎が形成される乳児期の養育や、児童にとって身近な問題を中心に

専門的な見地から、相談指導や措置を行うことにより家庭児童福祉の向上に努めた。

経路別相談受理件数

都道府県 市町村
児童福祉

施設 等

認
定
こ
ど
も
園

警

察

等

保
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所

医

療

機

関

学校等
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児
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委

員
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・
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・
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児
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稚
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校

教
育
委
員
会
等

相談種別受理件数

養護相談

保

健

相

談

障がい相談 非行相談 育成相談

そ

の

他

の

相

談

合

計

児
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虐

待

相

談

そ
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他

の
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不

自

由
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談

視
聴
覚
障
が
い
相
談

言
語
発
達
障
が
い
等
相
談

重
症
心
身
障
が
い
相
談

知

的

障

が

い

相

談

発

達

障

害

相

談

ぐ

犯

行

為

等

相

談

触

法

行

為

等

相

談

性

格

行

動

相

談

不

登

校

相

談

適

性

相

談

育
児
・
し
つ
け
相
談

処理件数

面接指導

児
童
相
談
所
送
致

知

的

障

が

い

者

福

祉

司

・

社

会

福

祉

主

事

指

導

そ

の

他

合

計

助

言

指

導

継

続

指

導

他
機
関
あ
っ
せ
ん
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１０ 要保護児童の現状

児童虐待相談件数

月 計

実

件

数

延

件

数

虐待ケースの経路別受付

経 路 身体的 心理的 ネグレクト 性的 計

加東こども家庭センター

他市福祉事務所・保健センター 他

福祉事務所

総合保健福祉センター

市関係機関

児童福祉施設

警察

健康福祉事務所（保健所）

医療機関

学校、教育・保育施設

その他

（児童委員、家族、本人、近隣など）

計

虐待者

虐待者 件数

両親

実父

養父

実母

養母

その他（父の交際相手、母の交際相手、祖父母、おじ・おば、兄弟）

計

送致人数（児童相談所の権限による一時保護などの緊急対応又はより専門的な判定

が必要であった人数）

令和 年度 人

１１ 三木市要保護児童対策地域協議会（みきっ子未来応援協議会 要保護児童部会）

児童虐待防止ネットワーク会議を発展させ、三木市要保護児童対策地域協議会（みき

っ子未来応援協議会「要保護児童部会」）を設立した（平成 年 月設立）。

関係機関の連携を強化することにより、要保護児童対策のために必要な支援を行っ

た。

会 議 名 称 回数 内      容 参加者（人） 

代表者会議 1 

・令和3年度三木市の要保護児童の現状及び要保護児童

部会取り組み状況について 

・情報交換会 

 『関係機関との連絡調整について』 

20 

実務者会議 6 ・要保護児童のケース進行管理について 118 

個別ケース検討会議 27 ・個別事例の指導方針及び役割分担について 265 

 

１２ 子ども家庭総合支援拠点 

子ども及び妊産婦の福祉に関し、実情の把握、情報の提供、相談、調査、指導、関係

機関との連絡調整その他必要な支援を行う三木市子ども家庭総合支援拠点を設置し、継

続的なソーシャルワーク業務の機能充実を図った（令和元年7月設置）。 

(1) 子ども家庭支援全般に係る業務  

実情の把握、情報提供、相談等の対応及び支援内容の調整 

相談件数 354件（再掲：9家庭児童相談事業） 

(2) 要支援児童及び要保護児童等並びに特定妊婦等への支援業務 

相談・通告の受付、調査、アセスメント、支援計画の作成と指導 

相談件数 354件（再掲：9家庭児童相談事業） 

(3) 関係機関との連絡調整 

要保護児童対策地域協議会等の関係機関との連絡調整 

   要保護児童対策地域協議会 34回（再掲：11三木市要保護児童対策地域協議会） 

 

１３ 母子・父子福祉 

母子・父子家庭に対し、その生活の安定と福祉の向上のため必要に応じ相談・指導に当たるとともに、自

ら進んで自立を望む者に対し、高等職業訓練促進給付金を支給することにより、保護者の職業能力開発を支

援した。 

(1) 母子・父子家庭相談受付件数 

月 

項目 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

相 談 

件 数 
2 12 9 8 15 8 14 17 22 8 20 20 155 

 (2) 自立支援教育訓練給付金 

人数・金額 内  訳 

支給人員（人） 1 
介護職員初任者研修 

支給額 （円） 47,124 

 (3) 高等職業訓練促進給付金等事業 

人数・金額 内  訳 

支給人員（人） 5 看護師4人 

精神保健福祉士1人   支給額 （円） 4,840,000 
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会 議 名 称 回数 内      容 参加者（人） 

代表者会議 1 

・令和3年度三木市の要保護児童の現状及び要保護児童

部会取り組み状況について 

・情報交換会 

 『関係機関との連絡調整について』 

20 

実務者会議 6 ・要保護児童のケース進行管理について 118 

個別ケース検討会議 27 ・個別事例の指導方針及び役割分担について 265 

 

１２ 子ども家庭総合支援拠点 

子ども及び妊産婦の福祉に関し、実情の把握、情報の提供、相談、調査、指導、関係

機関との連絡調整その他必要な支援を行う三木市子ども家庭総合支援拠点を設置し、継

続的なソーシャルワーク業務の機能充実を図った（令和元年7月設置）。 

(1) 子ども家庭支援全般に係る業務  

実情の把握、情報提供、相談等の対応及び支援内容の調整 

相談件数 354件（再掲：9家庭児童相談事業） 

(2) 要支援児童及び要保護児童等並びに特定妊婦等への支援業務 

相談・通告の受付、調査、アセスメント、支援計画の作成と指導 

相談件数 354件（再掲：9家庭児童相談事業） 

(3) 関係機関との連絡調整 

要保護児童対策地域協議会等の関係機関との連絡調整 

   要保護児童対策地域協議会 34回（再掲：11三木市要保護児童対策地域協議会） 

 

１３ 母子・父子福祉 

母子・父子家庭に対し、その生活の安定と福祉の向上のため必要に応じ相談・指導に当たるとともに、自

ら進んで自立を望む者に対し、高等職業訓練促進給付金を支給することにより、保護者の職業能力開発を支

援した。 

(1) 母子・父子家庭相談受付件数 

月 

項目 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

相 談 

件 数 
2 12 9 8 15 8 14 17 22 8 20 20 155 

 (2) 自立支援教育訓練給付金 

人数・金額 内  訳 

支給人員（人） 1 
介護職員初任者研修 

支給額 （円） 47,124 

 (3) 高等職業訓練促進給付金等事業 

人数・金額 内  訳 

支給人員（人） 5 看護師4人 

精神保健福祉士1人   支給額 （円） 4,840,000 
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１４ 養育支援訪問事業

核家族化などにより、子育てに孤立感や負担感を感じながら子育てをしている家庭が

増えている。このため、子育ての支援が必要な状況にある家庭に、訪問支援員（保健

師・保育士・ホームヘルパー等）を派遣し、育児、家事等の援助や育児相談などを行い、

家庭での安定した子どもの養育等を支援した。

月
項目

計

利
用
者

新規利用

件 数
１

利 用

世 帯 数

派

遣

回

数

保 健 師

ホ ー ム

ヘルパー

保 育 士

臨 床

心 理 士

子ども家庭支援員

（保健師以外）

合 計

１５ 子育て家庭ショートステイ事業

保護者が疾病等により、家庭における児童の養育が一時的に困難となった場合に、児

童福祉施設等において一定期間養育を行った。

区 分 実人員（人） 延べ日数（日）

歳未満児

歳以上児

合 計

１６ 地域子育て支援拠点事業

地域で安心して子育てができる環境をつくるため、保育士、保健師、栄養士等の専門

職とボランティアからなるスタッフ ～ 人を「子育てキャラバン」として地域の公民館

などに派遣し、親子で体操やふれあい遊びなどを行いながら、子育て親子の交流を深め、

子育てに関する情報を提供するとともに、子育てに悩む保護者からの相談を受け、子育

ての不安や孤立感の解消を図った。

子育てキャラバンの実施状況

開催場所 回数
参 加 者（人）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 他 計 保護者 合計

児童センター

別所町公民館

志染町公民館

細川町公民館
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自由が丘公民館

緑が丘町公民館

青山公民館

吉川児童館

総合隣保館

合 計

１７ 親育ちサポート事業

子育てに関する学習会や講演会を実施することにより子育て家庭を支援するとともに、

自主的に活動する子育てサークルへの支援を行った。

子育てセミナー

託児付きの子育てに関する講演会を開催することにより、親学習の機会を提供し、

子育て家庭を支援した。

実施日 内 容 参加者（人）

月 日

「幸せってなんだっけ？人にも自分にもあたらない社会をめざ

して」

講師 一般財団法人児童虐待防止機構オレンジＣＡＰＯ

理事長 島田 妙子

月 日
「親子で楽しむ身体あそび（乳児編）」

講師 作業療法士 山本 美穂子

月 日
「親子で楽しむ身体あそび（幼児編）」

講師 作業療法士 山本 美穂子

月 日

「かけがえのない子どもたちの命」

講師 公益社団法人 小さないのちのドア・いのち語り隊

代表 永原 郁子

合 計

子育てサークルの支援事業

サークル交流会の実施やサークル活動の紹介を行いサークル活動が活発になるよう

支援を行った。

ア 子育てサークル一覧表

番号 サ ー ク ル 名 活 動 場 所

えんげ 児童センター

絵本サークル

ぶくちゃんクラブ

三木コミュニティスポーツセンター

三木南交流センター

にこにこリトミック 青山公民館

みきっず 公民館等

みきファミリーサポーター

ぶらんこ
別所町公民館

パンダ 公民館等

女子十七楽坊
吉川健康福祉センター

口吉川町公民館等

キリン

児童センター

吉川児童館

公民館等
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イ サークル支援

実施日 内 容 参加者（人）

月 日 子育て自主サークル支援（キリン）

月 日 子育てサークルリーダー連絡会

月 日 子育て自主サークル研修会

月 日 子育て自主サークル研修会

合 計

出前講座

市内の公民館での乳幼児教育学級に出向いて、親子遊びの指導を行った。

実施回数（回）

参加人数（人）

親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんがきた！”

歳児を初めて育てている母親のための仲間づくり、親子の絆づくり、少し先を見通

した育児の知識の学習を目的にしたプログラムで、生後 ～ か月の乳児（第 子に限る）

とその母親を対象に、週 回を基本に連続 回講座を開催するとともに、母親同士の交

流を図った。

実施回数（回）

参加人数（人）

１８ 利用者支援事業

子育て支援コーディネータが、利用者の個別ニーズを把握し、相談等を行い、保育所、

幼稚園、認定こども園及び子育て支援事業を円滑に利用できるよう支援した。

（単位：人）

月

項目
計

新規

継続

１９ 児童センター事業

児童に健全な遊びの場を与え、その健康を増進し情操を豊かにするとともに、児童の

健全育成に関する総合的な取組を実施した。また、遊び（運動）を通して体力増進を図

ることを目的とした事業を行った。

事業の内容

ア 小学生対象事業

小学生を対象に工作教室・季節行事・ゲーム等を通して異年齢や校区間の交流を

図った。
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実施日 内 容 参加者（人）

月 日 夏休み自由工作

月 日 パステル和アート

月 日 羊毛フェルト

月 日 エコ工作

月 日 英語でハロウィンパーティー

月 日 バウンドテニス

月 日 ひなまつりを楽しもう

月 日 手形アート

合計

イ 母親リフレッシュ教室事業

クラフト作りや運動を行うことで母親が心身ともにリフレッシュし、育児に伴う

ストレスを軽減することを目的とした託児付きの教室を開催した。

実施日 内 容 参加者（人）

月 日 リラックスヨガ

月 日 バッグチャーム作り

月 日 ピラティス

月 日 レジンクラフト

月 日 美・ダンス

月 日 お家で楽しむクリスマス

月 日 ヨガ（雪のため中止）

月 日 バレンタインプレゼント作り

合 計

ウ ファミリー 事業

休日等に親子ふれあい事業を実施し、子育て中の親子や地域との交流を深めると

ともに、父親の育児参加を促した。

実施日 内 容 参加者（人）

月 日 巨大こいのぼりを作ろう！

月 日 パパとあそぼう！

月 日 ハロウィンパーティー

月 日 くるまだいすき！

月 日 クリスマス会

月 日 かば☆うま あそびうたライブ♪

合 計

施設の利用状況 （市内各公民館での子育てキャラバン実施分含む） （単位：人）

月
開館

日数

一般利用 行事等利用 サークル利用
合計

大人 小中学生 乳幼児 大人 小中学生 乳幼児 その他 大人 乳幼児
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合計

２０ 吉川児童館

児童に健全な遊びを与え、健康の増進や情操を豊かにする活動を実施した。また、地

域の協力も得て乳幼児親子が安心して集える居場所を提供するほか、子育てサークルを育

成することにより、保護者の孤立感の解消を図るとともに、子育て親子の交流を促進した。

事業の内容

ア 小学生事業「あつまれ 」

小学生を対象に工作教室・季節行事・ゲーム等を通して異年齢や校区間の交流を

図った。

実施日 事 業 内 容 参加者（人）

月 日
レッツ トランポ・ロビックス

～リズムにのってボクシングを楽しもう～

月 日 スライムとアイロンビーズ作りを楽しもう

月 日 宇宙の瓶詰め～手の平サイズの宇宙を作ろう～

月 日 楽しい科学～葉脈標本を作ろう～

月 日 スライムとアイロンビーズ作りを楽しもう（追加）

月 日 ハロウィンリース作り

月 日 パステル和アート

月 日 肉まん作り

合 計

イ 母親リフレッシュ教室事業

クラフト作りや運動を行うことで母親が心身ともにリフレッシュし、育児に伴う

ストレスを軽減することを目的とした託児付きの教室を開催した。

実施日 内 容 参加者（人）

月 日
シェイプボクシング

～さあ夏に向けてシェイプアップしませんか？～

月 日 ベリーダンス

月 日 クリスマス リース作り

月 日 フラワーアレンジメント

月 日 フォトスクラップ作り

合 計

ウ 多世代交流事業

地域の団体や児童・生徒・学生などのボランティアとの連携を大切にしながら事

業を行った。

実施日 事業名 事業内容 参加者（人）

月 日 令和４年度にこにこまつり あそびの広場、展示
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施設の利用状況 （単位：人）

月
開館

日数

一般利用 行事等利用 サークル利用
合計

大人 小中学生 乳幼児 大人 小中学生 乳幼児 その他 大人 小中学生 乳幼児

合計

２１ みきっ子未来応援協議会の開催

みきっ子未来応援協議会の開催

市をあげて子育て支援を推進し、次の時代を担う子どもたちを健やかに育むまちづ

くりを進めるため、市内の関係団体の代表や市民などで構成する「みきっ子未来応援

協議会（委員 人）」を開催し、子育て支援に関することについて協議した。

協 議 会 開 催 日 協 議 事 項 等

第 回協議会 月 日

・第二期三木市子ども・子育て支援事業計画の実績報

告について

・令和４年度新規拡充事業について

第 回協議会 月 日
・第二期三木市子ども・子育て支援事業計画の中間年

の見直しについて

第 回協議会 月 日

・第二期三木市子ども・子育て支援事業計画の実積見

込について

・令和５年度新規拡充事業について

部会の開催

協議会の所掌事項について、より専門的な議論を行うため、下記のとおり部会を開

催した。

部 会 開 催 日 協 議 事 項 等

就学前教育・保育部会 月 日
・幼保一体化計画の見直し後の実績について

・幼稚園預かり保育の実績について

子育て環境部会 月 日
・三木市の子育て施策の情報発信について

・多子世帯支援・多胎児支援について

家庭・地域・学校教育

部会  月 日
・家庭、地域、学校が一体となった人づくり

に関することについて  

要保護児童部会 月 日
・令和 年度三木市の要保護児童の現状及び

要保護児童部会取組状況について
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